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エンパ ク品種の保存栽培 と特性調査
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1 は し め に

最近,有機物の施用不足が問題となっているが,エ ンパ

クはItl力維持のために緑肥としての鋤込み,あ るいは飼料

として利用されるなど,重要な役割を果している。しかし

年々作付の減少とともに,その主要な品種 も農家の庭先か

ら姿をけしているのが現状のようである。

この主要な畑作物の一つであるエンパクについては,当

場では 1967年 より低温種子貯蔵庫に保管しているが,こ れ

を純粋健全に保存して,育種,栽培上の資料を得る目的で

1976-78年 に全品種の種子更新と,その一般特性,特に青

刈り適性に重点をおいて調査を実施した。

2試 験 方 法

1 耕種概要

(1)供試品種 青刈 り,実取 り区各52.播種期試験区 1

(a 播 種 期 4月 上中旬 (851-4/6,S52-446,S
53-442),播種期試験区5回 .(レ中,クT,シ■,

レ中, シつ 。

(31 播 種 量 103当 り,青刈り区 70り,実取り区35磁

に)栽植様式 青刈 り区はドリル播き,実取 り区は畦巾

60“ ,播幅 13"の条播。

15)施 肥 量 103当 り,化成肥料ネオクレハ062号 40

均 (N40,P20564,K2048),タ ンカル60り ,堆

肥 2,000り。

16)供試面積 9″ 1区制,播種期試験区 2区制。

2 調査項目

調査は「主要畑作物品種特性の調査基準」による。

3試 験 結 果

1 生草収量 供試 52品種の 3カ 年の総平均は2,220″

でそのうち最も多収な品種はCanteis E8n,SPring Eu

nobledと ビクトリー1号の2,990均 ,次にエホー2,870″ ,

PIuirdor 2,740り などの順で,いずれも中生の品種である

が,収量の多いものは長拝種に多い傾向が認められる(表

1,図 1)。 また,年次により4,000時 の収量をあげたもの

もあり,品種の選択と肥培管理によっては多収が期待出来

る。

2 子実収量 供試 52品種の 3カ 年の総平均は213″で

そのうち最 も多収な品種はOnw3rdの 281り ,次にM8'Ve―

草  丈 (cm)

図 1 生草重と草丈との関係

llous 265り ,18ivester 1 259り ,レ ースホース,Resi8~

t3nCe 247り の願で,いずれも中生の品種である(表 2)。

また,年次により約410切の収量を得た品種も認められた。

特性としては子実重の多いものは,全重が多いという相関

はあるが (図 2),稗長,穂長,穂数との相関は明らかで

ない。それは特に自穂が多く,穂型 も異なり,その数が多

いためと思われる。なお,エ ンパクは一見強日1な感じを与

えるが,倒伏 しやすい性質がある。 しか しReli8:anceの

場合はきわめて倒伏に強いことが認められた。それは他の

品種に比較して,全重または得重に対 し,子実重の割合が

特に少なく,さ らに,茎葉の蛋自,脂肪などが少ない反面,

織維′無窒素物が割合に多いことに関係があるかも知れな

0ヽ。

3 播種期試験の収量 Onwardを供試して,播種は 10

日おきに5回実施した結果, 3カ 年平均の生草,子実収量

はいずれも播種の早いものほど多い傾向が認められる(表

表 1 エンパク品種の保存栽培と特性調査概要
(青刈 り区.1976～ 78年 ,3カ 年平均 )
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表 2 エンバク品種の保存栽培と特性調査概要
(実取り区,1976～ 78年 ,3カ 年平均 )
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図 2 全重 と子実重との関係

3,および 4)。

4 茎葉の飼料成分 この調査は当場草地部草地第 4研

究室に分析を依頼 した結果である。

(1)青刈り適正試験 (青刈区),表 1の とおり,供試 52品

種の飼料成分の平均は,粗蛋白質110%,組脂肪24%,可
溶無窒素物 415%,粗 繊維 326%.粗灰分 122%で ,他の

青刈 リムギ類に比較 して,その飼料価値は劣 らないが,灰

分に富む特性がある。また,収量の多い品種は,粗蛋自質

(図 3).粗灰分などが少なく,可溶無窒素物と粗繊維が

多い傾向をしめしたが,粗脂肪との相関は認められなかっ

た。その他,草丈と飼料成分との関係では,粗蛋自質 (・―

-0714)と可溶無窒素物 (r― o426)の相関が認められた。

12)播種期試験 (表 3参照 )と 生育過程別の調査.On
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図3 生草重と粗蛋自質との関係
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図4 生育過程別と飼料成分

73rdを供試した結果,いずれの場合も生草収量が多 くなる

につれて,組蛋自質,組脂肪,粗灰分などが少なく,可溶

無窒素物 と粗繊維が多い傾向をしめした(図 4)。

4お わ り に

本調査の結果を要約すると, 3カ 年の平均収量では,生

草 2,220的 ,子実 213り であったが,品種によっては,生草 ,

子実収量の極めて多収なもの 2 3と倒伏に強いもの 1が

認められた。これらは年次により2倍程度の収量を得たも

のがあり,早播きと肥培管理を適切にすれば,よ リー層の

多収が期待出来る。また,茎葉の飼料成分については,他
の青刈り麦類に劣らない飼料価値をもち,特に灰分に富む

特性がある。傾向としては多収なものほど組蛋自質 と粗灰

分が少なく,可溶無窒素物.組織維などが多いが,蛋自 ,

澱粉価などの飼料価値は十分にあるので,飼料 として大い

に利用すべきである。いずれにしろ,それぞれの生産目的

に応じた適品種を選択することが肝要であると思われる。

本調査では施肥条件が単一であるので,他の機会に施肥

及び栽植条件を異にした品種の特性調査の必要もあろう。
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表3 播種期試験 (青刈 り区 1976～ 78年 ,

3カ 年平均 )

表4 播種期試験 (実取 り区 1976～ 78年 ,

3カ 年平均 )


